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研究目的・内容

バイオマスのガス化により水素を含む燃料ガスを90%の効率で生成

タールを分解する高活性･高安定･非白金の触媒を設計

ガス化ガスにより燃料電池を65%の発電効率で運転可能

本技術は農地や林地において廃棄されるバイオマスを、工・農連携により燃料化や発電に活用できる

ことから、脱炭素、エネルギー地産地消、農業や林業の収益向上などに貢献します。

脱炭素を達成するため、再生可能エネルギーを利用した発電技術の確立は急務です。特にバイオマス

は、カーボンニュートラルな再生可能資源であるため、新たな水素源として注目されています。

バイオマスを効率よく水素などの気体燃料に変換、発電する技術の確立を目的とし、①高効率な自熱

式ダウンドラフトガス化炉、②ガス化ガス中のタールを分解するための高安定･高活性･非白金、かつ酸

化･還元により再生機能を有する触媒、③バイオマスのガス化ガスを用いて効率よく安定的に発電するた

めの固体酸化物形燃料電池（SOFC）の開発を行っています。

ダウンドラフトガス化炉、再生触媒を含むタール改質器、およびSOFCによるバイオマス発電の概略図
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ガス化炉、ガス改質用触媒から燃料電池まで

脱炭素を目指したバイオマスのガス化発電
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